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16
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プ レキ ャス トボ ック スカル バー ト構 造一 般図

※施工時の延びは見込んでいません。

ボックスカルバート数量表

名称 規格 本数

D-ボックスカルバート

T-14 □1200×600

LMO 1000 フランジ付き

部位

中央部

LMO 920/1650 フランジ付き 両端部

2 本

合計 4 本

LMO・・・凹凸無しの平面斜切及び短切

2 本

1 5 0

1
5
0

1 0 0 1 4 6 0 1 0 0

1 3 0 1 2 0 0 1 3 0

8
6
0

2
0

1
0
0

2
0
0

1
3
0

6
0
0

1
3
0

フランジ継手

官 民 境 界 ラ イ ン

新 設 Ｂ ｏ ｘ

現 況 表 面 敷 板

埋 設 管

平 　 面 　 図 S=1:50

標 　 準 　 断 　 面 　 図 S=1:20

基礎プレキャストコンクリート版

クラッシャーラン RC-40

(基礎砕石)

1
0
8
0

6
0
～

1
2
2
:
B
o
x
上

(
5
0
:
土

工
部

)

1
0
0

ア ス フ ァ ル ト 舗 装

( 密 粒 ア ス コ ン )

 B o x 上 平 均 : 9 1 m m

 土 工 上 : 5 0 m m

ク ラ ッ シ ャ ー ラ ン  R C - 4 0

( 裏 込 砕 石 )

4 0 0 4 0 01 6 6 0

1
:
0
.
5

1
:
0
.
5

1 1 1 5 1 1 1 51 4 6 0

粒 調 砕 石 路 盤

敷きモルタル

　1：3

X : - 1 3 5 6 9 2 . 1 3 3 0 5  Y : 6 8 1 7 8 . 6 1 8 7 3

舗 装 厚 ( 1 0 6 m m )  路 面 計 画 高 ▽ 1 6 7 . 5 4 0

X ： - 1 3 5 6 8 7 . 7 6 5 2 2  Y ： 6 8 1 7 9 . 9 6 2 9 8

舗 装 厚 ( 6 0 m m )  路 面 計 画 高 ▽ 1 6 7 . 4 7 0

X : - 1 3 5 6 9 2 . 4 0 1 3 0  Y ： 6 8 1 7 7 . 0 0 8 6 0

舗 装 厚 ( 1 2 2 m m )  路 面 計 画 高 ▽ 1 6 7 . 5 5 6

X : - 1 3 5 6 8 8 . 0 3 3 4 7  Y : 6 8 1 7 8 . 3 5 2 8 4

舗 装 厚 ( 7 6 m m )  路 面 計 画 高 ▽ 1 6 7 . 4 8 6

(1
.7
9％

)

1 .
7 9

％

( 河
床

勾
配

)

0
.
5
3
％

(
河

床
勾

配
お

よ
び

B
o
x
据

付
勾

配
)

B L 結 合 箇 所（

舗 装 厚 ( 1 1 4 m m )

路 面 計 画 高 ▽ 1 6 7 . 5 4 8

河 床 高 ▽ 1 6 6 . 8 5 4

舗 装 厚 ( 6 8 m m )

路 面 計 画 高 ▽ 1 6 7 . 4 7 8

河 床 高 ▽ 1 6 6 . 8 3 0

1 6 7 . 5 4

1 6 7 . 4 9

1 6 7 . 5 4

測 量 計 測

(
L
=
4
6
3
0
m
m
 
高

低
差

7
0
m
m
 
)

( L =
4 3 6

4 m m
 高

低差 5 0 m
m  )

1
.
5
1
2
%
(
横

断
勾

配
)

1 . 1
4 6 %

( 縦
断勾配 )

A

A

床 掘 ・ 埋 戻 し

1 6 6 . 9 3

1 6 6 . 9 0

1 6 7 . 4 7

4
4
5
0

3
1
3

1 6 6 . 8 3

※インバートは現況水路からの入水時における通水干渉を考慮しハンチ上に設置する。

　インバート天端縦断勾配は河床勾配と同じ0.53％とする。尚、ボックス据え付け勾配も同様に0.53％とする。

1 4 6 0

1 3 0 1 2 0 0 1 3 0

1
3
0

8
6
0

1
3
0

6
0
0

イ ン バ ー ト

1
1
4

6
9
4

▽ 1 6 6 . 8 5 4

▽ 1 6 7 . 5 4 8

( B o x 中 心 路 面 天 高 )

( 河 床 高 )

1 4 6 0

1 3 0 1 2 0 0 1 3 0

1
3
0

8
6
0

1
3
0

6
0
0

イ ン バ ー ト

6
8

6
4
8

▽ 1 6 6 . 8 3 0

▽ 1 6 7 . 4 7 8

( B o x 中 心 路 面 天 高 )

( 河 床 高 )

6
0

7
6

1
2
2

1
0
6

断 面 図 ( 呑 口 ) S=1:20 断 面 図 ( 吐 口 ) S=1:20

呑 口 側

吐 口側

1
.
5
1
2
%
(
横

断
勾

配
)1 . 1 4 6 % ( 縦 断 勾 配 )

(
L
=
1
0
2
4
m
m
)

( L = 1 7 5 1 m m )

θ
1

θ
2

1 1 8 5
5 6 6

1 4 6 0 ( B o x 直 角 方 向 )
0 . 3 0 8 %

ボッ ク ス 直角 方 向 勾配

1 0 0 1 4 6 0 1 0 0

B o x 中 心 ( 直 角 方 向 平 均 断 面 )

クラッシャーラン C-40

(基礎砕石)

1
1
1
5

5
0

1
0
0

ア ス フ ァ ル ト 舗 装

( 密 粒 ア ス コ ン )

ク ラ ッ シ ャ ー ラ ン  C - 4 0

( 裏 込 砕 石 )

4 0 0 4 0 01 6 6 0

1
:
0
.
5

1
:
0
.
5

1 1 3 3 1 1 3 81 4 6 0

粒 調 砕 石 路盤

0 . 3 0 8 %5
0 5
0

5
0

1
1
2

1
1
1
5

1
1
8
0

6
0
～

1
2
2

1 1 1 31 1 0 8

1 0 5 81 0 5 8

A - A
θ 1 = 5 6 ° 2 7 ′ 0 1 ″

θ 2 = 3 5 ° 4 5 ′ 4 1 ″

インバートコンクリート

     A=0.1575m2

橋長
 2

1 5
0

水 路 擦 付 け 部 断 面 図

 ▽ 1 6 7 . 5 4 8

( ▽ 1 6 7 . 4 7 8 )

 ▽ 1 6 6 . 8 5 4

( ▽ 1 6 6 . 8 3 0 )

注) ( )内は下流側の高さを示す。

 
6
9
4

(
6
4
8
)

S=1:20

設計条件

形 　 　 式 プ レ キ ャ ス ト ボ ッ ク ス カ ル バ ー ト  ( B o x 内 空  1 . 2 m × 0 . 6 m )

橋 　 　 長 2 , 1 5 0 　 ｍ  ( ボ ッ ク ス 延 長  4 . 5 7 0 m )

活 　 荷 　 重 T - 1 4

8
6
0

6
0
0

3
5
0

2
0

1
0
0

2
0
0

2
0

1
0
0

2
0
0

2
5
0

1 6 6 0 1 6 6 0

1
7
7
0

1
5
0
0

1
3
0
0

1
5
0
0

1
5
0
0

1
5
7
0 1
7
1
2

1
5
2
9

1
5
0
0

1
3
5
0

1
5
5
0

1
5
0
0

材料表

名称 規格 数量

2 枚中央_1500/1500mm W=400mm t=100mm

基礎プレキャストコンクリート版

呑口_1350/1550mm W=400mm t=100mm

吐口_1529/1712mm W=400mm t=100mm

1 枚

1 枚

呑口_1300/1500mm W=400mm t=100mm 1 枚

吐口_1570/1770mm W=400mm t=100mm 1 枚）

官 民 境 界

民
地

官
地

平 　 面 　 図 S=1:70

基礎プレキャストコンクリート版敷設図

1 6 6 0

6
0
0

6
0
0

注 記 )

1 . 現 況 は 供 用 橋 梁 が 架 設 さ れ て お り 、 基 礎 地 盤 支 持 力 は 確 保 さ れ て い る と 推 定 さ れ 直 接 基 礎 を 想 定 し て い る 。

  床 掘 後 に は キ ャ ス ポ ル 等 で 地 耐 力 の 確 認 す る こ と 。 ( B o x : 5 6 . 0 7 × 3 倍 ＝ 1 6 9 K N / m 2 以 上 ) < 3 倍 : 擁 壁 工 指 針 H 2 4 . 7 P 6 7 >

　 必 要 な 支 持 力 が 得 ら れ な い 場 合 は 、 発 注 者 協 議 を 踏 ま え 置 換 基 礎 ・ 地 盤 改 良 等 を 検 討 す る 。

  ま た 、 床 掘 時 に 大 量 の 湧 き 水 等 が 認 め ら れ た 場 合 は 、 発 注 者 と 協 議 し 別 途 検 討 を 講 じ る 。

  床 掘 後 に は 十 分 な 締 固 め を 施 す こ と を 施 工 前 提 と す る 。

2 . 呑 口 部 水 路 壁 部 は 民 間 の 水 路 蓋 掛 け ( 縞 鋼 板 ) に 伴 い 目 視 で き ず 不 明 な た め 、

  目 視 で き る 位 置 か ら 延 長 し た 推 定 ラ イ ン と し た 水 路 擦 付 け 部 位 で あ り 、

  想 定 す る 設 計 寸 法 と 異 な る 可 能 性 が あ る 。 施 工 時 に は 再 計 測 を 施 し 検 討 の 上 で 施 工 す る 。
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A - A断面
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69
4

3
5
0

1
00

170

69
4

3
5
0

1
00

水 路 擦 り 付 け 部 構 造 一 般 配 筋 図

位置図 S=1/30
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B - B断面
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E - E断面
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C - C断面

S
L
1 D13

S
L

1 D13

S
L

2 D13

既設水路

既設水路

新規プレキャストBOX

D - D断面

S
L

1 D13

S
L

2 D13

S
L

1 D13

S
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2 D13

既設水路

既設水路

新規プレキャストBOX

F
L

2 D13

F
L

1 D13

2108

新規プレキャストBOX

既設水路

既設水路
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.
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F - F断面
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8

3
5
0

1
00

25
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1
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F
R

1 D13

F
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2 D13

S
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1 D13

S
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G - G断面
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5
0
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新規プレキャストBOX

既設水路

H - H断面
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F
R

1 - 1 , 2 D13

F
R
2 D13

S
R

1 D13

S
R

2 D13

S
R
1 D13

S
R

3 D13

か ぶ り 詳 細 図
(水路擦付部)

7
0
0
(
電

算
値

)
3
5
0

※ 1 1 7 0 以 上

7
6
.
5

9
0

※ 2 3 1 0

7 0

7 6 . 5

1
0
0

側
壁

河
床

版

D 1 3

D 1 3

D 1 3

D 1 3F 1

F 2

S 2
S 1

＠ 2 5 0

＠ 2 5 0 以 下

7
0

注 記

1 . 主 鉄 筋 は 側 壁 背 面お よ び 河 床 版 下 面 に て 純 か ぶ り 7 0 m m を 確 保 す る 。

2 . そ の 他 鉄 筋 ( 直筋 ) は 純 か ぶ り 7 0 m m を 確 保 す る よ う 調 整 の 上 で 施 工 す る こ と 。

※ 本 図 面 の 現 場 切 削 に よ る 調 整 が 必 要 と な る た め 参 考 図 と す る 。

施 工 時 には 再 度 計 測 し 調 整 の 上 で 施 工 す る こ と 。

※ 水 路 高 は 現 地 測 量 を 基 に し た 推 定 高 で あ り 、

施 工 時 にて 再 度 計 測 し 調 整 の 上 で 施 工 す る こ と 。

7
0

主 鉄 筋

主 鉄 筋

S = 1 / 1 5

2
0

2 0

既 設 面 ： チ ッ ピ ング ＋ プ ラ イ マ ー 塗 布

プ レ キ ャ ス ト B o x 面 ：プ ラ イ マ ー 塗 布
水 膨 張 シ ー ル 材

( ク ニ シ ー ル C - 3 1 相 当 )

5
0
m
m

水 膨 張 充 填 材

( クニ シ ー ル パ テ X L 相 当 )

a = 0 . 0 0 0 2 m 2
水 路 部

既 設 接 地 面 処 理 図

上流側配筋図 S=1/20 下流側配筋図 S=1/20
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2 8-D13 X 320
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R
3 4-D13 X 310

(SD345)

路面計画高▽167.46

河床高▽166.83

路面仮計画高▽167.54

河床高▽166.84

1547

2
0
7

51
1

160

水路擦付け部 標準断面図

▽167.548

(▽167.478)

S = 1 / 3 0

▽166.854

(▽166.830)
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5
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5

58

1632

76.5

7 6
.5

76.
5

470

200～250

F
R

2 7-D13 X 230（平均長）

水膨張シール材延長 L=9.280m

注) ( )内は下流側の高さを示す。
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3 D13

D13S
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2 D13

D13S
R

1

既設水路

40
6

393

S
L

2 D13

34
0

100

1
25

62
5

※フック方向を調節し配置すること。

※左右交互配置とすること。
※FR1-1は左右交互配置とすること。

76.
5 7 6

. 5

2 2 8

7 6 . 5

1 5 5

2 2 8

6x250=1
500

360

F
R

1 - 3D13

34
0

17
0

1
70

7
6
.
5

10
0

3
0
0174

1632

6x250=1
500

344

上 流 側

下 流 側

注 記

※ 現 場 施 工 合 わせ と な る 施 工 に て 本 図 面 は あ く ま で 参 考 図 面 で あ り 、

切 削 後 再 度 計 測 し 現 地 調 整 の 上 で 施 工 す る こ と 。

水膨張充填材延長 L=8.660m
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7
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2 5 0

7
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.
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2
5
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2
5
0

170
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3
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2
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7
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F
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1 - 1 D13

7
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.
5

170

170

2
5
0

2
5
0

5 5 8

1 6 5 6 ～ 1 8 5 3

4 7 0

1 7 6 4

470

F
R

1 - 1 D13

3
5
0

2
6
0

2
6
0

2 7 0

S
R

2 4-D13 X 270

1
9
5

5 2 6 ～ 7 2 3

F
L

1 - 1 2-D13 X 820（平均長）

1 6 0 0

1
9
5

F
L

1 - 2 2-D13 X 1800

1
9
5

1 6 0 0

F
R

1 - 1 2-D13 X 1800

6 3 4

1
9
5

F
R

1 - 2 1-D13 X 830

19
5

1 8 3 0

7 0 7

F
R

1 - 3 1-D13 X 710

※ 1 W = か ぶ り 7 0 m m x 2 + D 1 3 x 2 ≦ 1 7 0 m m

※ 2 W = ( 1 7 0 - 7 6 . 5 + 4 7 0 ) x 2 / 3 = 3 7 6 - ( 3 5 0 - 9 0 ) = 1 1 5 . 5 + 1 9 5 = 3 1 0 m m

3 1 0

8
8
4

S
L
1 5-D13 X 1190

3 1 0

8
3
8

S
R
1 4-D13 X 1150

重 ね 継 ぎ 手 長

L a = 2 0 0 / ( 4 x 1 4 ) x φ ( D 1 3 ) = 4 7 0 m m

1 5 6 0

7 3

8
6 8
6

7 3
1 4 8 7

7 3

注)青丸（青寸法）は水膨張シール材配置位置および延長寸法を示す。

水 膨 張 シ ー ル 材 ( 充 填 剤 ) 延 長

上 流 側

L = ( 6 9 4 + 3 5 0 / 2 ) x 2 + 1 5 6 0 + 8 6

= 3 . 3 8 4 m

下 流 側

L = ( 6 4 8 + 3 5 0 / 2 ) x 2 + 1 4 8 7

= 3 . 1 3 3 m

鉄筋質量表
種 別 径 長 さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質 量 摘 要

S 1

L
D13 1190 5 0.995 1.18 6

S 2

L
〃 320 8 〃 0.32 3

9

F 1 - 1
L

D13 820 2 0.995 0.82 2 (平均長)

F 1 - 2

L
〃 1800 2 〃 1.79 4

F 2

L
〃 200 7 〃 0.20 1

7

S 1

R
D13 1150 4 0.995 1.14 5

S 2

R
〃 270 4 〃 0.27 1

S 3

R
〃 310 4 〃 0.31 1

7

F 1 - 1

R
D13 1800 2 0.995 1.79 4

F 1 - 2
R

〃 830 1 〃 0.83 1

F 1 - 3

R
〃 710 1 〃 0.71 1

F 2

R
〃 230 7 〃 0.23 2 (平均長)

8

合 計 D13 31 kg

総質量 31 kg

平 面 図 S = 1 / 5 断 面 図 S = 1 / 3 0

B o x 接 地 面

水 路 接 地 部

水 膨 張 充 填 材

L = 1 . 1 6 0 m

水 膨 張 シ ー ル 材

L = 1 . 1 6 0 m

水 膨 張 充 填 材

上 流 : L = 3 . 2 4 2 m

下 流 : L = 3 . 0 9 8 m

水 膨 張 シ ー ル 材

上 流 : L = 3 . 5 6 2 m

下 流 : L = 3 . 3 9 8 m

上 流 : 1 9 8 4 m m

下 流 : 1 9 3 2 m m

上 流 : 1 8 3 4 m m

下 流 : 1 7 8 2 m m

5
8
0

上
流

:
7
0
4
m
m

下
流

:
6
5
8
m
m

上
流

:
7
8
9
m
m

下
流

:
7
3
3
m
m

8 5

1 0

8 5

1 0

注 記 )

1 . 現 況 は 供 用 橋 梁 が 架 設 さ れ て お り 、 基 礎 地 盤 支 持 力 は 確 保 さ れ て い る と 推 定 さ れ 直 接 基 礎 を 想 定 し て い る 。

床 掘 後 に は キ ャ ス ポ ル 等 で 地 耐力 の 確 認 す る こ と 。 ( B o x : 5 6 . 0 7 × 3 倍 ＝ 1 6 9 K N / m 2 以 上 ) < 3 倍 : 擁 壁 工 指 針 H 2 4 . 7 P 6 7 >

必 要 な 支 持 力 が 得 ら れな い 場 合 は 、 発 注 者 協 議 を 踏 ま え 置 換 基 礎 ・ 地 盤 改 良 等 を 検 討 す る 。

ま た 、 床 掘 時 に 大 量 の 湧 き 水 等が 認 め ら れ た 場 合 は 、 発 注 者 と 協 議 し 別 途 検 討 を講 じ る 。

床 掘 後 に は 十 分 な 締 固 め を 施 すこ と を 施 工 前 提 と す る 。

2 . 呑 口 部 水 路 壁 部 は 民 間 の 水 路 蓋 掛 け ( 縞 鋼 板 ) に 伴 い 目 視 で き ず 不 明 な た め、

目 視 で き る 位 置 か ら 延 長 し た 推定 ラ イ ン と し た 水 路 擦 付 け 部 位 で あ り 、

想 定 す る 設 計 寸 法 と 異 な る 可 能性 が あ る 。 施 工 時 に は 再 計 測 を 施 し 検 討 の 上 で 施工 す る 。
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T 局前一二幹1L1

電気
NTT

仕切弁

仕切弁

集排

仕切弁

仕切弁
集排

集排

空気弁

166.66

167.29

167.06

167.31

167.27

167.28

166.65

167.40
167.41

167.09

167.10

167.42

167.48

166.63

166.74

167.24

166.50

166.53

166.97

167.61

166.62

167.61167.61

166.61
166.56

167.63

166.63
166.63

166.63

166.60

VP150

167.22

「 旋 回 軌 跡 に よ る 隅 角 部 の 設 計 に つ い て 」 ( 土 木 研 究 所 資 料  S 5 4 . 1 )
想 定 車 両 ： 4 t ダ ン プ  最 大 積 載 量 3 . 5 ｔ  最小 回 転 半 径 R = 4 . 5 m

         ( 全 長 5 . 8 4 0 m  車 幅 2 . 2 0 0 m 　 車 両 調 査 に て 一 般 的 車 両 に 平 均 化 )  

2
2
0
0

5 8 4 0

2 . 7 7 m

防火水槽

塩町郵便局

2
.
8
6
ｍ

2
.
4
7
m

進 行方 向

G o o g l e  m a p

進 行方 向

G o o g l e  m a p

塩町郵便局入り口

「 旋 回 軌 跡 に よ る 隅 角部 の 設 計 に つ い て 」 (土 木 研 究 所 資 料  S 5 4 . 1 )
想 定 車 両 ： 4 t ダ ン プ  最 大 積 載 量 3 . 5 ｔ  最 小回 転 半 径 R = 4 . 5 m

         ( 全 長 5 . 8 4 0 m  車 幅 2 . 2 0 0 m 　 車 両 調 査 に て 一 般 的 車 両 に 平 均 化 )  

交差路入り口
① 部材 ・ 資 材 搬 入 計画

( 連続旋 回跡 理論 )

( 連続 旋回 跡理論 )

進 行 方 向

G o o g l e  m a p

進 行方 向

G o o g l e  m a p

( 4 t ダ ンプ旋 回図 )

※ M i n 2 . 4 7 m と 道 路 幅 が 狭 く 、 車 両 の 幅 的 に 通 行 が 可 能 と な る

　 4 t ダ ン プ 車 両 ( 幅 2 . 2 ～ 2 . 3 m ) で の搬 入 性 を 確 認 し 検 討 す る 。

S = 1 / 1 0 0

295



T  局 前 一 二 幹 1 L 1

電 気

N T T

仕 切弁

仕 切 弁

集排

仕 切 弁

仕 切 弁

集 排

集排

空 気弁

1 6 6 . 6 6

1 6 7 . 2 9

1 6 7 . 0 6

1 6 7 . 3 1

1 6 7 . 2 7

1 6 7 . 2 8

1 6 6 . 6 5

1 6 7 . 4 0

1 6 7 . 4 1

1 6 7 . 0 9

1 6 7 . 1 0

1 6 7 . 4 2

1 6 7 . 4 8

1 6 6 . 6 3

1 6 6 . 7 4

1 6 7 . 2 4

1 6 6 . 5 0

1 6 6 . 5 3

1 6 6 . 9 7

1 6 7 . 6 1

1 6 6 . 6 2

1 6 7 . 6 1

1 6 7 . 6 1

1 6 6 . 6 1
1 6 6 . 5 6

1 6 7 . 6 3

1 6 6 . 6 3
1 6 6 . 6 3

1 6 6 . 6 3

1 6 6 . 6 0

V P 1 5 0

1 6 7 . 2 2

2 . 7 7 m

防火水槽

塩町郵便局

2
.
4
7
m

塩町郵便局入り口

( 止ハ ンドル 理論 )
「 セ ミ ト レ ー ラ 及び フ ル ト レ ー ラ の 直 角 旋 回 軌 跡 図 の 様 式 」 ( J A S O Z 0 0 6 - 9 2 )

想 定 車 両 ： 1 3 t ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン  

最 小 回 転 半 径 R = 3 . 9 2 m ( 4 輪 操 向 ) ( 全 長 7 . 4 4 0 m  車 幅 1 . 9 9 5 m )  

2
.
8
6
ｍ

交差路入り口

※ 本 橋 架 設 時 に て 施 工 ヤ ー ド を 確 保 で き ず 、 周辺 の 土 地 を 借 地 す る 必 要 が あ る 。

　 重 機 据 付 時 の 範 囲 縮 小 の 上 で 検 討 を 講 じ １ ３ t ラ フ タ ー ク レ ー ン の 適用 性 が 高 い 。

　 搬 入 性 を 確 認 検 討 す る 。

　

S = 1 / 1 0 0② 重機 搬 入 経 路 計 画
( 1 3 t ラ フテ レー ンク レーン 旋回 図 )
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官 民 境 界

官
地

民
地

3
9
5
0

( 1 ) 現橋 とり こわし （敷 鉄板 ・縞 鋼板 撤去 )

3 0 0

3 0 0

1 0 0 0

3 0 0 1 0 0 0 3 0 0

5
0
0

2
0
0

1 6 0 0

2
0
0
(
推

定
)

平 面 図

断 面 図

官 民 境 界

官
地

民
地

1 6 0 0

6 3 6
4 3 0

6 3 6

4 3 0

1
:
0
.
5

1
:
0
.
5

1 1 3 6 1 1 3 61 4 6 0

0 . 3 0 8 %

A - A

1 4 6 0

( 2 ) 床 掘工

平 面 図

1 1 3 5

1 1 3 5

1
2
7
1

A

A

A

A

1 6 0 06 3 6 4 3 0 6 3 64 3 0

断 面 図

A - A

3
7
1

2 1 2 4 2 44 2 4 2 1 2

4 2 4
2 1 2

4 2 4

2 1 2

3
8
2
5

6
2
7
5

5
2
2
5

4
0
4
0

※ 道 路 縦断 勾 配 は無 視 した 形 状を 示 す 。

※ 橋 台基 部 形 状は 不 明 だが 全 撤去 す る もの と す る。

官 民境 界

官
地

民
地

2
0
5

1
0
0
04 0

0

5 0 0

5 0 0

1 5 5

※上 流 側の 水 路壁 内 側 ライ ン は 縞鋼 板 に て不 明 で あり
　確 認 でき る ライ ン よ り延 長 し たラ イ ン であ り 推 定ラ イ ンと す る 。

 ▽ 1 6 7 . 5 4 8

( ▽ 1 6 7 . 4 7 8 )

 ▽ 1 6 6 . 8 5 4

( ▽ 1 6 6 . 8 3 0 )

断 面 図
呑 口 ・吐 口

※ (　 ）内 は 吐 口 (下 流 側 )断 面 を示 す 。

※ 基 部 形状 は 不 明だ が 全撤 去 する も の とす る 。

※ 　 　 はカ ッ タ ー工 延 長を 示 す。

水路下掘削工

カッター工

水路工とりこわし

床掘工

平 面 図

( 3 ) 水 路擦 付け 部と りこわ し（ 人力 ）

1 6 0

1
1
0
0

A = 0 . 1 0 m 2

2 1
0

3 5
0

A = 1 . 3 2 m 2

A = 0 . 1 7 m 2

A = 0 . 1 4 m 2
A = 1 . 1 4 m 2

A = 0 . 1 1 m 2

③ 更 新 検 討フ ロー 図 (参 考 図 ) < 1 >

※ 敷鉄 板 は 撤去 し 、縞 鋼 板 は一 時 的 に仮 置 き し
　 架設 作 業 終了 後 にて 設 置 金具 を 調 整の 上 で 再配 置 す るこ と 。
　 （本 作 業 は調 整 作業 で あ り工 費 算 出は 行 わ ない 。 実 作業 に お いて 必 要な 工 材費 は 発 注者 協 議 の上 で 算 出す る こと 。

1 5 4 7

2
6
7

1 7 6 2

A = 0 . 7 4 8 m 2

1
2
7
1

3
9
5
0

A = 1 . 3 2 m 2

A = 1 . 1 4 m 2

3
9
5
0

3
2
0

8
6
0

9
1

 
6
9
4

(
6
4
8
)

 
2
0
0

(
推

定
)

8
9
4
(
8
4
8
)
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官 民 境 界

官
地

民
地

5 0 0

平 面 図

( 4 ) 基 礎砕 石充 填～ B o x 架設 工

5 0 0

1 0 0 1 4 6 0 1 0 0

ボ ッ ク ス 部 断 面 図 S=1:20

① 基 礎 砕 石

ク ラ ッ シ ャ ー ラ ン  C - 4 0

4 0 0 4 0 01 6 6 0

1
:
0
.
5

1
:
0
.
5

1 1 3 6 1 1 3 61 4 6 0

A - A

6
0
0

水 路 擦 付 け 部断 面 ( 参 考 図 ) S=1:20

① 基 礎 砕 石

ク ラ ッ シ ャ ー ラ ン  C - 4 0

1
:
0
.
5

1
:
0
.
5 6

0
0

▽ 河 床

▽ 河 床

② 基 礎 プ レ キ ャ ス ト 版

　 W 4 0 0 m m  L = 1 5 0 0 m m

④ 敷 モ ル タ ル  1 : 3

⑤ B o x 架 設
イ ン バ ー ト 打 設

  σ c k = 2 1 N / m m 2

⑤Box架設工

④敷モルタル充填工

②基礎プレキャスト版敷設工

③基礎コンクリート充填工

①基礎砕石充填工

2
5
0

2
0
0 1

0
02
0

A - A

断 面 図

※ 道路 縦 断 勾配 は 無 視し た 形状 を 示 す。

1
1
2
1

5
0

1
0
0

ア ス フ ァ ル ト 舗 装

(密 粒 ア ス コ ン )

ク ラ ッ シ ャ ー ラ ン  C - 4 0

( 裏 込 砕 石 )

1
:
0
.
5

1
:
0
.
5

1 4 6 0

粒 調 砕 石 路 盤
0 . 3 0 8 %

5
0 5
0

5
0

1
0
0

1
1
2
11
1
8
0

9
1

1 1 1 11 1 1 1

1 0 6 11 0 6 1

5 9 3 5 4 3 ( 図 心 ) 5 9 35 4 3 ( 図 心 )

官 民 境 界

官
地

民
地

平 面 図

( 5 ) 水路 擦付 け工 ・イ ンバ ート打 設工 →裏 込工

30cm

水 路 擦 付 け 部 断面 (参 考図 ) S=1:20

1
:
0
.
5

1
:
0
.
5

▽ 河 床

水 路 擦 付 け 工

 1 . 水 膨 張 目 地 処 理

 2 . 鉄 筋 工

 3 . 型 枠 工

 4 . コ ン ク リ ー ト 工  σ c k = 2 1 N / m m 2

　 ・ 水 路 擦 付 け 部 ＋ イ ン バ ー ト 部

 5 . 養 生 工

※ ( 　） 内は 吐 口 (下 流 側 )断 面を 示 す 。
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(
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9
8
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▽ 河 床

A = 0 . 1 5 7 5 m 2

4
5
7
0

5 6 1 5 6 1

1 8 7 ( 図 心 )1 8 7 ( 図 心 )

1 8 7 ( 図 心 )

1 8 7 ( 図 心 )

5
8
5
7

6
2
1
4

3
9
6
9

4
0
3
0

5 0 0

官 民 境 界
官
地

民
地

平 面 図

( 6 ) 橋面 防水 工・ アスフ ァル ト舗 装工

4
5
7
0

A - A

断 面 図

1
1
2
1

5
0

1
0
0

ア ス フ ァ ル ト 舗 装  t = 5 0 m m

( 密 粒 ア ス コ ン )

1 6 6 0

1
:
0
.
5

1
:
0
.
5

1 4 6 0

5
0 5
0

5
0

1
0
0

1
1
2
11
1
8
0

9
1

4 0 0 4 0 05 6 1 5 6 1

1 8 71 8 7

1 1 3 61 1 3 6

シ ー ト 系 防 水 層ア ス フ ァ ル ト 舗 装  t = 5 0 m m

( 密 粒 ア ス コ ン )

ア ス フ ァ ル ト 舗 装  平 均 t = 9 1 m m

t = 6 0 m m ～ 1 2 2 m m

( 密 粒 ア ス コ ン )

舗 装 厚  t = 6 8 m m

舗 装 厚  t = 7 6 m m

舗 装 厚  t = 6 0 m m

舗 装 厚  t = 1 0 6 m m

舗 装厚  t = 1 2 2 m m
舗 装 厚  t = 1 1 4 m m

ア ス フ ァ ル ト ( 密 粒 ア ス コ ン )

( 最 大 粒 径 1 3 m m )

シ ー ト 系 防 水 層

6
0
～

1
2
2

注 ) 骨 材 ( 骨 材 粒 度 1 3 m m ) の 2 . 5 倍 の 3 2 . 5 m m 以 上 の 二 層 打 設

　  局 部 的 に 6 0 m m の 範 囲 に て 1 層 範 囲 と な る た め 十 分 に 締 め 方 を 施 す こ と 。

表層

基層

S = 1 / 5ア ス フ ァ ル ト 舗 装 構 成 図

A

A

A

A

A

A

③更 新 検 討 フ ロー 図 (参 考 図 ) < 2 >

※ 舗 装打 設 後 、縞 鋼 板を 調 整 の上 再 配 置す る こ と。
　 （ 必要 な 工 材費 は 発注 者 協 議の 上 で 算出 す る こと 。

A = 0 . 8 1 8 m 2

A = 0 . 7 8 3 m 2

3
8
0

4
1
0

A = 0 . 7 3 m 2

A = 0 . 0 8 m 2

A = 0 . 0 9 m 2

A = 0 . 1 4 m 2
A = 0 . 7 8 m 2

A = 0 . 0 9 m 2

1 4 6 0 5 0 0

A = 6 . 7 0 m 2 A = 4 . 5 4 m 2
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5 4 3 ( 図 心 )
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集 排

集 排

V
P
1
2
0

集 排

集 排

消 火 栓

量水 器

( 花 )

(休 )

1 6 7 . 6 5

1 6 7 . 6 1

1 6 7 . 5 6

1 6 7 . 5 4

1 6 7 . 4 9

1 6 7 . 6 2

1 6 7 . 5 4

1 6 7 . 6 1

1 6 7 . 7 6

1 6 7 . 9 1

1 6 7 . 8 2

1 6 7 . 8 1

1 6 7 . 1 3

1 6 7 . 1 5
1 6 8 . 0 2

1 6 8 . 0 3

1 6 7 . 9 8

1 6 7 . 6 9

1 6 7 . 5 5

1 6 7 . 5 8

1 6 7 . 1 3

1 6 7 . 2 9

1 6 6 . 9 8

1 6 7 . 7 5

1 6 7 . 6 1

1 6 7 . 5 9

1 6 7 . 5 7

1 6 7 . 5 5

1 6 7 . 6 0

1 6 7 . 6 2

1 6 7 . 6 0

1 6 7 . 5 7

1 6 7 . 4 2

1 6 7 . 3 5

1 6 7 . 3 5

1 6 7 . 2 6

1 6 7 . 2 1

1 6 7 . 0 0

1 6 7 . 6 8

1 6 7 . 6 6

1 6 7 . 5 4

ゴ ミ 置 き 場

倉 庫

1 6 7 . 0 3

1 6 7 . 7 6

1 6 7 . 2 1

1 6 7 . 2 3

1 6 7 . 2 4

1 6 7 . 4 1

1 6 7 . 4 3

1 6 7 . 6 2

1 6 7 . 5 6

1 6 7 . 3 9

1 6 7 . 3 8

1 6 6 . 8 3

1 6 7 . 5 3

1 6 6 . 8 3

1 6 7 . 2 4

1 6 7 . 0 7

1 6 7 . 5 0

1 6 7 . 1 4

T  局 前 1 2幹 1 L 6 L 1

E  神 杉 幹8 H 5 M 1 H 1

E  神 杉 幹 8 H 5 M 1 H 2

支 柱

( 花 )

1 6 7 . 1 7

1 6 7 . 1 9

1 6 7 . 2 9

1 6 7 . 4 4

1 6 7 . 6 7

1 9 2 7 - 1

道

6 5 8 m 2

伊 藤 秀 子

2 1 9 8 - 3

雑種 地

4 2 m 2

三 宅 和 夫

道

G H = 1 6 7 . 5 9

 H = 2 . 5 9

G H = 1 6 7 . 9 2

 H = 1 . 3 7

G H = 1 6 7 . 7 6

 H = 1 . 3 6

G H = 1 6 7 . 6 8

 H = 2 . 7 8

3
.
0
m

架 空 線

④ 架 設 要 領 図 (参 考 図 ) S = 1 / 7 0

166.952

166.900

2 7 0 0

8 5 0 0

・大型土のう(t=0.25m/m2)

　(167.53-167.28≒0.25m)

　面積(A)=41 ㎡

　41m2≒41袋*1.2(ロス率)≒49袋

　土量49袋*0.25m3≒12.3m3

1 6 7 . 5 3

1 6 7 . 2 8

1 6 7 . 5 3

1 6 7 . 8 1

・大型土のう(t=0.28m/m2)

　167.81-167.53≒0.28m

　面積(A)=30 ㎡

　30m2≒30袋*1.2(ロス率)＝36袋

　土量36袋*0.28m3≒10.1m3

1 0
0 0

2 4 3 8

2
2

2
2

　 1 0 0 0

 ( 溝 幅 )

敷 鉄 板 ( 2 2 x 1 2 1 9 ： 2 枚 重 ね )

A = b × h = 5 3 6 3 6 . 0 m m 2

I = ( b × h 3 / 1 2 ) = 8 6 5 3 2 7 4 . 7 m m 4

Z = ( b × h 2 / 6 ) = 3 9 3 3 3 0 . 7 m m 3

F = 1 4 t = 1 4 0 0 0 0 N ( 載 荷 荷 重 )

S S 4 0 0  ヤ ン グ 率 E : 2 0 5 0 0 0 M p a , 密 度 ρ : 7 . 8 6 * 1 0 ^ - 6 k g / m m 3

【 計 算 式 】

・ た わ み 量

　 δ 1 = ( F × L ^ 3 ) / ( 4 8 × E × I )  = 1 . 6 4 4 m m

　 δ 2 = ( 5 × w × L ^ 4 ) / ( 3 8 4 × E × I )  = 0 . 0 3 0 m m

    ( w = ρ × g × A = 4 . 1 3 1 5 )

　 δ = δ 1 + δ 2 = 1 . 6 7 5 m m  <  3 . 3 3 m m ( 1 0 0 0 m m × 1 / 3 0 0 )

・ 応 力

　 σ = ( ( F × L ) / 4 ) / Z = 8 8 . 9 8 4 M p a < 1 5 6 M p a ( 2 3 5 M p a / 安 全 率 1 . 5 )

∴ 溝 か け 部 は 敷 鉄 板 : 2 2 x 1 2 1 9 を 2 枚 重 ね と す る 。

※ 仮 設 部 材 に て 一 時 的 な 荷 重 や 短 期 間 の 使 用 な た め 、 部 材 全 体 の 損 傷 や 永 久 変 形

　 に 至 る 危 険 が 低 い と 考 察 さ れ る 。 短 期 許 容 応 力 度 や そ の 中 間 値 で 設 計 す る こ と が

　 経 済 的 か つ 合 理 的 と し 衝 撃 （ 地 震 ・ 風 ・ 作 業 時 荷 重 な ど ) は 考 慮 し な い 。

溝部の敷鉄板計算(参考)

土砂搬入(再制度)工

土のう仕拵・積立工

敷鉄板敷設工

既設橋梁及び現況水路撤去工

床掘工

プレキャストBOX架設工

施工フロー

橋面防水工

舗装工

床掘工

敷鉄板撤去工

土のう撤去工

8 .
5 m

1
0
m

敷鉄板(1層)面積 A=17.8m2

大型土のう面積 A=30m2、N=36袋

敷鉄板(2層)面積 A=38.6×2=77.2m2

※ 土 嚢 袋  1 ｔ 用  丸 型 ・ 径 1 1 0 c m × 長 1 0 8 c m

※ 敷 鉄 板  2 2 x 1 2 1 9 x 2 4 3 8 ( m m )

敷鉄板(1層)面積 A=41m2、大型土のうN=49袋

作業ヤード

施工ヤード

架 設 要 領

3.　作業ヤードに13t吊りラフテレーンクレーンを据付ける。

　　(アウトリガー中間張出 2.7m)

4.　工場で製作されたプレキャストBoxの4ブロック(Max1.9t/BL)を仮置き場から4ｔダンプに積み替え小運搬

　　にてラフテレーンクレーン作業範囲内に搬入する。

5.　13t吊りラフテレーンクレーンを所定の位置に据付けブーム長　L=12.78m、最大作業半径　R=5.5m、

　　最大吊り荷重　W=2.00t(内フック重量90kg)にて、プレキャストBoxを吊り上げゆっくり旋回して

　　所定の位置に架設する。（架空線があり注意する）

※1.架設時には必要であればアウトリガー下端に敷鉄板を敷きクレーンを設置すること。

※2.作業時にて緊急車両の通行が必要な場合は、クレーンでの作業を中断しアウトリガーを格納し、

　　4ｔダンプとともに施工ヤード内の通行の障害にならない位置に移動後に通行させる。

※3.作業場、電柱・電線等が架設の妨げになる場合は移設すること。

1.　再生土を4トンダンプにて搬入し、土のうを仕拵し作業ヤード・施工ヤードに積立る。

　　(12.3m3+9.4m3=21.7m3)

　　2.　13tラフテレーンクレーンを搬入し適所据付け、4tダンプにて搬入した敷鉄板を敷設する。

　　(41m2+17.8m2+77.2m2=136m2)

6.　各作業を繰り返し行い全てのBox架設後に縦締拘束処理を施し完了する。

1 3 t ラ フテ レ ー ンク レ ー ン

4ト ン ダ ンプ

※4.敷鉄板は仮設部材にて一時的な荷重や短期間の使用を目的とするためずれ止め等は設置しない。

　　施工期間中は随時、異常がないか確認しずれ等があれば即時調整すること。

※5.敷鉄板は走行時に大きな段差を生じないよう調整し配置すること。

注 記 )

本 架 設 要 領 図 ( 参 考 図 ) は 発 注 者 協 議 を 踏 ま え 、 極 力 仮 設 規 模 を 小 さ く す る こ と と し た 。

そ の た め 、 常 時 お よ び 緊 急 時 等 に お い て 一 時 的 に 重 機 等 を 退 避 さ せ る 必 要 が あ る 場 合 は 対 応 す る こ と 。

ま た 、 参 考 図 で あ り 仮 設 材 の 配 置 ・ 寸 法 ・ 部 材 断 面 等 は 施 工 業 者 の 計 画 に 基 づ き 安 全 性 を 安 全 計 算 や 詳 細 設 計

を 行 っ た 上 で 施 工 者 責 任 の 基 で 確 認 し 決 定 す る こ と 。

3
4
m

3 . 2 m 以 上

R = 5 5 0 0

乗 用 車
(隣 地 住 民臨 時 駐 車 )

作業半径 ブーム長さ

(m) 5.3m 9.04m

( t )

12.78m 16.52m

3.5

4.0

4.5

5.0

5.5

6.0

4.60 4.50

3.70 3.70

3.00 3.10

2.40 2.60

1.85

定格総荷重表(13t吊りラフテレーンクレーン：中間張出2.7m)

2.20

20.26m

4.40

3.70

3.10

2.70

2.00

2.30

24.0m

3.20

3.20

3.00

2.70

2.05

2.30

1.70

2.00

3.00

3.70

4.70

※フック質量90kg

3.70

4.70

1.70

2.00

2.40

1 6 7 . 2 6

※ 土 嚢 袋  1 ｔ 用  丸 型 ・ 径 1 1 0 c m × 長 1 0 8 c m

※ 敷 鉄 板  2 2 x 1 2 1 9 x 2 4 3 8 ( m m )
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集 排

量 水 器

量水 器

集 排

消 火 栓

1 6 7 . 5 4

1 6 7 . 4 9

1 6 7 . 6 2

1 6 7 . 5 4

1 6 7 . 6 1

1 6 7 . 8 1
1 6 7 . 7 6 1 6 6 . 9 8

1 6 7 . 7 51 6 6 . 8 5

ゴ ミ置 き場

1 6 7 . 5 6

1 6 6 . 8 3

1 6 7 . 1 4

1 6 7 . 1 7

2 1 9 8 - 3

雑 種 地

4 2 m 2

三 宅 和 夫

道

G H = 1 6 7 . 6 8

 H = 2 . 7 8

H P P Eφ 7 5

V U
2 0

0

V U 1 5 0

V
U
1
5
0

1 6 7 . 5 4

1 6 7 . 5 0

送水 ホー ス
L = 1 2 m ( 8 m * 安全 率 1 . 5 ) + 高 低差 1 . 3 5 m =  1 4 m

送水ホ ース

水 替 え 検 討 図 ( 参 考図 )

水中 ポン プ
1 1 K W 以 上

水中ポ ンプ
0 . 1 K W 以上

小 型土嚢
 1 段 5 列

小型 土嚢
 1段 2 列

※ 桝 蓋 は 施 工 上 の 障 害 と な る 場 合 は 、 一 時 撤 去 し 施 工 終 了 後 に 現 況 復 旧 す る 。

H = ( 1 6 6 . 8 5 - 1 6 7 . 7 5 ) * 1 . 5 ( 余 裕量 )
 = 1 . 3 5 m ( 垂直 高 )

曲 げ

曲げ曲 げ

曲げ

≒
1
3
8
0

水中 ポン プ貸 与日 数 (想 定 ) 1 2 日
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